
私
た
ち
越
前
町
民
は
、

海
土
里(

み
ど
り)

を
大
切
に
し

事
故
一つ
な
い
町
を
目
指
し
ま
す
！

私
た
ち
越
前
町
民
は
、

海
土
里(

み
ど
り)

を
大
切
に
し

事
故
一つ
な
い
町
を
目
指
し
ま
す
！

越前町交通安全町民指標決定！！越前町交通安全町民指標決定！！

平成20年度私たちのまちの主な施策

平成20年度越前町職員組織図

教育委員会からのお知らせ　他

織田病院からのお知らせ

コミュニティバス「フレンドリー号」からのお知らせ
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【
道　

路
】

◆ 

よ
り
安
全
な
道
路
へ
の
改
良

　

･･････････････

２
億
３
，８
８
１
万
円

　

日
常
生
活
や
産
業
活
動
を
支
え
る
道
路
網

を
整
備
す
る
た
め
、
国
・
県
道
で
は
主
に
国

道
３
０
５
号
や
武
生
米
ノ
線
な
ど
、
県
施

行
に
よ
り
円
滑
に
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ

う
に
改
良
を
行
い
ま
す
。
町
道
で
は
乙
坂
気

比
庄
線
（
朝
日
）
で
歩
道
整
備
を
行
い
歩
行

者
の
安
全
な
通
行
を
確
保
し
、
窪
田
線
（
宮

崎
）
で
は
消
雪
設
備
を
設
置
し
て
冬
期
間
の

円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
ほ
か
、
町
道
の
局

部
的
な
舗
装
・
側
溝
改
良
や
危
険
箇
所
に
お

け
る
災
害
防
除
な
ど
を
行
い
ま
す
。

財
政
の
健
全
化
を
進
め
な
が
ら
、
住
民
が
希
望
を
持
っ
て
定
住
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
平
成
20
年
度
当
初
予
算
の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

【
水　

道
】

◆ 
安
全
で
良
質
な
水
の
供
給

　

･･････････････

５
億
３
，５
２
１
万
円

　

糸
生
地
区
で
は
送
水
ポ
ン
プ
場
設
備
、
配

水
管
な
ど
、
萩
野
地
区
で
は
配
水
池
設
備
、

送
水
管
・
配
水
管
な
ど
、
城
崎
地
区
で
は
配

水
池
設
備
、
配
水
管
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

【
下
水
道
】

◆ 

豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全

　

･･････････････

２
億
７
，９
５
２
万
円

　

朝
日
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
沈
砂
池
設
備
と

主
ポ
ン
プ
設
備
な
ど
を
更
新
し
、
城
崎
地
区

で
は
、
排
水
管
、
中
継
ポ
ン
プ
場
を
整
備
し

ま
す
。

【
情
報
通
信
】

◆ 

携
帯
電
話
施
設
の
整
備

　

･･････････････････

１
，０
０
０
万
円

　

小
川
・
天
谷
地
区
に
鉄
塔
施
設
を
設
置
し
、

来
年
度
に
は
伝
送
用
専
用
線
を
敷
設
し
て
、

携
帯
電
話
不
感
地
区
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

【
公
共
交
通
】

◆ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
促
進

　

･････････････････････････

34
万
円

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
よ
り
便
利
に
利
用

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
回
数
乗
車
券
や
小
中

高
生
を
対
象
と
し
た
夏
季
休
業
期
間
限
定
フ

リ
ー
パ
ス
券
を
発
行
し
ま
す
。
ま
た
、
運
転

免
許
を
自
主
返
納
さ
れ
た
人
に
対
し
、
無
料

定
期
乗
車
券
を
発
行
し
ま
す
。

◆ 

路
線
バ
ス
の
利
用
促
進

　

･･････････････････

３
，３
６
２
万
円

　

路
線
バ
ス
の
維
持
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
高
齢
者
や
高
校

生
に
対
す
る
運
賃
の
補
助
、
区
な
ど
が
実
施

す
る
バ
ス
待
合
所
整
備
へ
の
補
助
を
行
い
、

町
民
の
「
足
」
と
な
る
公
共
交
通
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

【
憩
い
の
場
】

◆ 

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
整
備

　

･････････････････････

２
８
０
万
円

　

防
災
・
防
犯
上
危
険
な
空
き
家
を
取
り
壊

し
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
を
整
備
し
ま
す
。

【
防
災
・
救
急
】

◆ 

耐
水
性
貯
水
槽
の
設
置

　

･･････････････････

３
，０
０
０
万
円

　

火
災
時
の
水
利
を
確
保
す
る
た
め
、
気
比

庄
、
乙
坂
、
梅
浦
、
下
河
原
地
区
に
40
ト
ン

型
の
耐
震
性
貯
水
槽
を
設
置
し
ま
す
。

◆ 

鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合
丹
生
分
署（
仮
称
）

の
建
設

　

･････････････････

３
億
７
３
２
万
円

　

常
備
消
防
の
充
実
と
複
雑
化
す
る
災
害
に

対
応
し
、
安

全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る

た
め
、
今
年

度
と
来
年
度

の
２
か
年

で
下
河
原
地

区
に
鯖
江
・

丹
生
消
防
組

合
消
防
署
の
分
署
的
な
機
能
を
兼
ね
備
え
た

丹
生
分
署
（
仮
称
）
を
建
設
し
ま
す
。

【
災
害
予
防
】

◆ 

水
害
・
土
砂
災
害
の
未
然
防
止

　

･････････････････････

５
９
０
万
円

　

町
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
玉
川

地
区
と
赤
井
谷
地
区
で
急
傾
斜
地
の
崩
壊
を

防
ぐ
工
事
を
行
い
ま
す
。

快
適
で
安
全
に
住
め
る
ま
ち
づ
く
り

定
住
で
き
る
住
み
や
す
い

住
環
境
を
整
備
し
、

安
全
な
暮
ら
し
を

守
り
ま
す
。
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に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目

し
た
健
診
と
保
健
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

◆ 

が
ん
検
診
を
実
施

　

･･････････････････
１
，７
０
２
万
円

　

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
職
場
な
ど
で
が
ん

検
診
を
受
診
す
る
機
会
の
な
い
人
を
対
象

に
、
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

【
医　

療
】

◆ 

医
療
機
器
の
整
備

　

 ･･････････････

１
，４
０
４
万
円

　

織
田
病
院
に
診
察
・
健
診
業
務
の
充

実
の
た
め
に
全
自
動
総
合
血
液
分
析

装
置
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
画
像
処
理
に
移
行
す
る
た

め
に
、
読
影
シ
ス
テ
ム
（
モ
ニ
タ
ー
）

を
整
備
し
ま
す
。

【
出　

産
】

◆ 

妊
婦
・
乳
児
健
診
費
用
を
助
成

　

･････････････････････

９
５
４
万
円

　

妊
娠
・
出
産
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
健
診
費
用

の
一
部
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

◆ 

特
定
不
妊
治
療
費
を
助
成

　

･････････････････････････

75
万
円

　

少
子
化
対
策
と
し
て
不
妊
治
療
を
受
け
て

い
る
人
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

医
療
保
険
が
適
応
さ
れ
な
い
特
定
不
妊
治
療

費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

【
子
育
て
支
援
】

◆ 

す
く
す
く
保
育
事
業
、（
第
３
子
以
降
の

３
歳
未
満
児
の
保
育
料
を
無
料
）

　

･････････････････････

５
６
８
万
円

　

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
第
３
子
以
降
の
３
歳
未
満
児
の
保

育
料
を
無
料
に
し
ま
す
。
ま
た
、
３
人
同

時
に
保
育
所
に
入
所
し
た

場
合
、
第
３
子
以
降
の
保

育
料
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

出
産
、子
育
て
を
支
援
し
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
保
健
・
医
療
と
福

祉
を
充
実
し
ま
す
。

◆ 

す
み
ず
み
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
家

庭
で
の
一
時
保
育
・
生
活
支
援
）

　

･････････････････････････

25
万
円

　

保
護
者
の
通
院
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
急
な
用

事
で
、
子
ど
も
の
世
話
が
で
き
な
い
と
き
、

保
育
士
な
ど
を
派
遣
し
一
時
保
育
や
子
育
て

家
庭
の
生
活
支
援
（
食
事
、
掃
除
な
ど
家
事

支
援
）
を
行
い
ま
す
。（
社
会
福
祉
協
議
会

委
託
）

◆ 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　

･･････････････････

２
，７
７
２
万
円

　

子
育
て
家
庭
の
相
談
指
導
及
び
子
育
て

サ
ー
ク
ル
な
ど
へ
の
支
援
や
、
地
域
の
保
育

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
各
保
育
所
（
園
）
間
の

連
携
を
図
り
、
特
別
保
育
を
実
施
し
ま
す
。

◆ 

乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
対
策
事
業

　

･･････････････････

３
，８
０
４
万
円

　

小
学
校
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
に
か
か
る

医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
、
子
育
て
家
庭
に

経
済
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
障
害
者
福
祉
】

◆ 

障
害
者
の
生
活
支
援

　

･･････････････････

２
，２
９
７
万
円

　

障
害
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
必

要
な
情
報
の
提
供
や
助
言
を
行
う
相
談
支
援

事
業
や
、
意
思
の
伝
達
に
支
障
が
あ
る
障
害

者
に
対
し
て
、
手
話
通
訳
を
派
遣
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
、
自
立
し
た

日
常
生
活
を
支
援
す
る
用
具
の
給
付
や
外
出

支
援
な
ど
、
在
宅
の
障
害
者
の
地
域
で
の
生

活
を
支
援
し
ま
す
。

◆ 

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
を
整
備

　

･････････････････････

１
２
０
万
円

　

公
共
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
既
存
の
身

体
障
害
者
用
ト
イ
レ
に
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対

応
ト
イ
レ
を
整
備
し
、
障
害
者
の
方
の
社
会

参
加
を
支
援
し
ま
す
。

【
保
健
事
業
】

◆ 

特
定
健
診
・

　

特
定
保
健
指
導
を
実
施

　

･････

１
，３
８
２
万
円

　

40
歳
〜
74
歳
の
国
民
健

康
保
険
加
入
者
を
対
象

【
ま
ち
づ
く
り
活
動
】

◆ 

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
支
援

　

･････････････････････････

60
万
円

人
が
輝
き
交
流
で
満
ち
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
、次
世
代
を
担

う
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　

町
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
町
民
が
自
主
的
・
主
体
的
に
行

う
魅
力
的
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
に

対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

【
国
際
交
流
】

◆ 

国
際
交
流
協
会
に
よ
る
交
流
の
推
進

　

･･････････････････

１
，１
７
９
万
円

　

国
際
交
流
協
会
の
活
動
を
中
心
に
、
町
民
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と
在
住
外
国
人
と
の
相
互
理
解
を
図
る
た

め
、「
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
を

開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や

ア
メ
リ
カ
、
タ
イ
と
の
間
で
派
遣
・
受
入
な

ど
の
交
流
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
青
少
年
の

育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
男
女
共
同
参
画
】

◆ 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

･･･････････････････････

３
５
１
万
円

　

男
女
共
同
参
画

宣
言
都
市
と
し

て
、
男
女
が
お
互

い
に
そ
の
人
権
を

尊
重
し
、
責
任
を

分
か
ち
合
い
、
性

別
に
関
係
な
く
そ

の
個
性
と
能
力
を

発
揮
で
き
る
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
男
女
共
同
参
画
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
と
と
も
に
、

男
女
共
同
参
画
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
区
・
団
体
や
小
中
学
校
が
実
施
す
る

気
づ
き
事
業
を
支
援
し
、
男
女
共
同
参
画
の

つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

【
学
校
教
育
】

◆ 

朝
日
小
学
校
に
エ
レ
ベ
ー
タ
を
設
置

　

･･････････････････

１
，４
３
３
万
円

　

障
害
児
な
ど
の
学
習
環
境
を
改
善
す
る
た

め
、
朝
日
小
学
校
に
エ
レ
ベ
ー
タ
お
よ
び
身

障
者
用
ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
す
。

◆ 

朝
日
中
学
校
を
建
設

････････････････

16
億
１
，３
８
４
万
円

　

平
成
21
年

度
春
の
開
校

に
向
け
て
、

昨
年
度
よ
り

２
か
年
に

わ
た
り
朝
日

中
学
校
と
糸

生
中
学
校
が

統
合
し
た
新

し
い
中
学
校

を
建
設
し
ま

す
。

◆ 

非
常
勤
講
師
お
よ
び
生
活
支
援
員
を
配
置

　

･･････････････････

２
，０
７
０
万
円

　

複
式
学
級
を
解
消
す
る
た
め
非
常
勤
講

師
を
配
置
し
、
個
に
応
じ
た
授
業
の
展
開

を
図
り
ま
す
。ま
た
、障
害
を
抱
え
る
児
童
・

生
徒
に
対
し
生
活
支
援
員
な
ど
を
配
置
し
、

安
全
な
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
配
慮
し

ま
す
。

◆ 

教
育
相
談
員
を
配
置

　

･････････････････････

５
２
４
万
円

　

各
地
区
に
教
育
相
談
員
を
配
置
し
、
悩
み

を
抱
え
る
児
童
・
生
徒
や

保
護
者
の
相
談
活
動
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
悩
み

を
抱
え
る
児
童
・
生
徒
に

対
し
て
の
適
応
指
導
教
室

も
行
い
ま
す
。

【
生
涯
学
習
】

◆ 

各
種
講
座
の
開
催

　

･････････････････････

３
４
８
万
円

　

各
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
学
習

内
容
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
様
々
な
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ま

た
、
講
座
用
パ
ソ
コ
ン
を
受
講
者
が
利
用
し

や
す
い
よ
う
に
、
年
ご
と
に
順
次
更
新
し
て

い
き
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
】

◆ 

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
大
会
の
開
催

　

･････････････････････

５
５
０
万
円

　

本
町
で
は
今
回
で
４
回
目
と
な
る
「
第

９
回
全
日
本
中
学
生
都
道
府
県
対
抗
11
人

制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
」
が
11
月
に
開
か

れ
ま
す
。

◆ 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
を
支
援

　

･････････････････････

１
５
０
万
円

　

町
内
の
種
目
別
協
会
が
行
う
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
開
催
を
支
援
し
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
の
さ

ら
な
る
振
興
を
図
り
ま
す
。

◆ 

全
国
大
会
へ
の
出
場
選
手
を
支
援

　
･････････････････････････

50
万
円

　

県
内
の
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
全
国
大
会
な

ど
へ
出
場
す
る
選
手
に
対
し
、
そ
の
参
加
に

か
か
る
費
用
を
支
援
し
ま
す
。

◆ 

「
え
ち
ぜ
ん
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
活
動
の

支
援

　

･････････････････････････

70
万
円

　

誰
も
が
、
い
つ
で
も
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
め
る
場
と
し
て
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
「
え
ち
ぜ
ん
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

の
活
動
の
充
実
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
ク

ラ
ブ
と
の
共
催
に
よ
る
短
期
イ
ベ
ン
ト
（
カ

ヌ
ー
や
水
泳
教
室
な
ど
）も
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
】

◆ 

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
開
催

　

･････････････････････

２
５
２
万
円

　

各
地
区
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
参
画
を
得
な
が
ら
勉
強
や
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
放
課
後
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
安
全

で
安
心
な
居
場
所
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。
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【
農
業
の
振
興
】

◆ 

水
仙
産
地
の
生
産
基
盤
の
整
備

　

･･････････････････

３
，５
６
０
万
円

　

左
右
地
区
の
水
仙
ほ
場
に
新
た
な
農
道
を

整
備
し
、
産
地
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
本

年
度
は
路
線
の
測
量
・
設
計
を
行
い
ま
す
。

◆ 

地
域
農
業
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

･････････････････････

３
５
８
万
円

　

集
積
困
難
な
農
地
な
ど
の
耕
作
放
棄
を
抑

制
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
農
地
の
担
い
手

（
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
タ
ー
）
に

対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
林
業
の
振
興
】

◆ 

林
道
の
整
備

　

･････････････････････

７
４
０
万
円

　

越
前
西
部
３
号
線
、
炭
ヶ
谷
線
の
舗
装

と
東
三
床
線
の
排
水
整
備
を
行
い
ま
す
。

【
水
産
業
】

◆ 

漁
港
の
整
備

　

･････････････････

２
億
２
７
１
万
円

　

玉
川
漁
港
で
は
、
安
全
な
船
揚
場
と
港
内

元
気
で
活
力
み
な
ぎ
る
ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
自
然
や
伝
統
産

業
を
活
か
し
、地
域
資
源

と
共
生
す
る
産
業
を
育

成
し
ま
す
。

の
静
穏
度
を
保
つ
た
め
、
防
波
堤
を
改
良
し

ま
す
。
ま
た
米
ノ
浦
漁
港
で
は
、
漁
業
環
境

を
改
善
し
、
漁
家
経
営
の
安
定
と
安
全
な
生

活
環
境
の
確
保
を
図
る
た
め
、
防
波
堤
工
事

や
用
地
造
成
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
商
工
業
】

◆ 

商
工
業
育
成
資
金
の
利
子
補
給

　

･････････････････････

１
３
０
万
円

【
観　

光
】

◆ 

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
支
援

　

･･････････････････

４
，２
７
５
万
円

　
　

町
民
の
交
流
と
観
光
客
の
誘
致
の
た

め
、
５
月
の
陶
芸
ま
つ
り
、
７
月
の
越

前
夏
ま
つ
り
、
８
月

の
あ
さ
ひ
ま
つ
り
と

Ｏ
・
Ｔ
Ａ
・
Ｉ
・
Ｋ
Ｏ

響
の
開
催
を
支
援
し

ま
す
。

個
性
豊
か
で
誇
り
の
も
て
る
ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
資
産
を
活
か
し
て

越
前
ブ
ラ
ン
ド
を
構
築

し
、魅
力
的
で
誇
れ
る
ま

ち
を
創
造
し
ま
す
。

◆ 

学
生
合
宿
の
「
予
約
管
理
シ
ス
テ
ム
」

と
「
案
内
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
作
成

　

･････････････････････

２
１
５
万
円

　

町
内
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
利
用
し

た
学
生
合
宿
を
誘
致
す
る
た
め
、
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
施
設
と
町
内
宿
泊
所
の
予
約
受
付
を

一
元
化
す
る
「
予
約
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の
整

備
と
、
合
宿
施
設
と
宿
泊
所
を
紹
介
す
る

「
案
内
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
製
し
ま
す
。

　【
自
然
環
境
】

◆ 

Ｅ
Ｍ
の
利
用
方
法
を
普
及
啓
発

　

･････････････････････････

81
万
円

　

町
内
全
域
で
Ｅ
Ｍ
（
有
用
微
生
物
群
）
を

気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
、
家
庭
で
の

生
ご
み
の
堆
肥
化
や
た
め
池
・
河
川
の
水
質

浄
化
な
ど
の
環
境
活
動
を
広
げ
る
た
め
、
そ

　

町
内
の
商
工
会
員
や
越
前
焼
工
業
協
同
組

合
員
が
、
県
の
制
度
融
資
、
国
民
金
融
公
庫
、

県
商
工
貯
蓄
共
済
制
度
資
金
か
ら
融
資
を
受

け
た
と
き
、
そ
の
借
入
利
子
の
助
成
を
行
い

ま
す
。

【
伝
統
産
業
の
振
興
】

◆ 

越
前
焼
の
機
械
改
修
の
支
援

　

･････････････････････････

50
万
円

　

越
前
焼
産
業
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た

め
、
既
存
の
ボ
ー
ル
ミ
ル
（
陶
土
を
粉
砕
す

る
機
械
）
の
改
修
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

の
利
用
方
法
の
普
及
啓
発
を
行
い
ま
す
。

【
循
環
型
社
会
】

◆ 

ご
み
の
分
別
収
集
の
推
進

　

･･････････････････
９
，８
８
２
万
円

　

従
来
の
ご
み
分
別
収
集
と
昨
年
10
月
か
ら

行
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
分
別

収
集
の
徹
底

に
取
り
組
み

ま
す
。

【
文
化
財
の
保
護
・
継
承
】

◆ 

「
丹
山―

幕
末
を
生
き
た
学
僧―

」（
仮

称
）
の
開
催

　

･････････････････････

１
３
８
万
円

　

織
田
文
化
歴
史
館
で
、
幕
末
を
生
き
た
学

僧
・
上
野
丹
山
（
順
藝
）
の
生
涯
と
業
績
、

丹
山
と
当
時
の
文
化
人
達
と
の
交
流
に
関
す

る
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆ 

越
前
学
悠
久
塾
の
開
催

　

･････････････････････････

83
万
円

　

町
内
に
所
在
す
る
文
化
財
の
紹
介
、
町
が

行
う
文
化
財
調
査
や
最
新
の
研
究
成
果
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
町
民
対
象
の
歴
史
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
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議　会

町　長

議会事務局

関　敬信

局長
野　賢一

次長
奥谷富治子

総務課
課長
吉田治夫
課付課長
武田義法

課長補佐(行政)
畑　雅樹
課長補佐(人事)
藤﨑健一

課員
中上由美・河合純子・髙木剛彦
伊部由三・森﨑千春・水野義之
駒野裕子

税務課
課長
齋藤忠左ヱ門

課長補佐
上坂明子

課員
岡田正一・谷口浩之・林　康彦
佐々木桂子・佐々木岳大・野　哲治
森下智晴・浜野宏次

住民福祉課
課長
塩治鈴江

課長補佐
吉田純子

課員
佐々木ひとみ・水島友樹・牛若千鶴
木原千晶・坂下由美子・間之口翠
大橋伸也・藤野祐子

企画財政課
課長
河原　健

課長補佐
出口俊一

課員
岡山克大・佐々木貴久・森下千尋
西　益男

監理課 課長
和田弘美

課長補佐
井上義宣

課員
佐々木訟覚・河瀬慎人・菱谷祐子

行政改革
推進室

室長
梅野秀一

室長補佐
石田和也

課員
杉森　匡・三上順子

政　策
調整室

室長
武藤幹雄

室長補佐
杉本恭伸

課員
竹澤朋恵・古﨑竜司・川﨑瑞奈

納　税
推進室

室長
宇野與市郎

室長補佐心得
津田豊申

課員
河合　智・見谷理奈

国　際
交流室

室長
高橋　満

室長補佐
稲田明美

課員
堀内文夫・谷口悦子

書記
齋藤健治

副町長
宮川清治

総務理事
河井文夫

民生理事
間所英樹

朝日中央
保育所

所長
玉邑弘子

保育士
西柳千晴･竹内喜美・芝田優子
松葉雪枝・中山貴世・鷲田一貴

調理員
宮川友江

朝日西
保育所

所長
渡辺みき代

保育士
上野晴美・青山裕美・河上芳恵

調理員
佐々木佐代子

朝日南
保育所

所長
宮川和代

保育士
西村千香子・戸田沙織・北島　翔

調理員
青山みや子

小曽原
保育所

所長
清水幸子

保育士
井上佳津代・谷口万絵・近藤恵美

織　田
保育所

所長
水野春美

保育士
横田米子・北島優子・谷口育代

調理員
冨田とみゑ

城崎南
保育所

所長
松田みすず

保育士
木下昭代・小荒繁美

調理員
磯網美代子

陶の谷
保育所

所長
浅井千恵

保育士
高原律子・山下京子・木下祐子

朝日北
保育所

所長
佐藤千津子

保育士
木下まり子・牧野由美恵・福岡沙織
月田有香

調理員
西野ひとみ

宮崎中央
保育所

所長
上野正枝

保育士
武内真理子・青山美智代・齋藤忠良
牧田優子

調理員
水嶋万寿美

総　

務　

部　

門

民　
　

生　
　

部　
　

門

平成20年度  越前町職員組織図
平成20年度から、「行政改革推進室」、「納税推進室」、「水産振興室」を新設するなど、

町の組織が変わりました。
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産業理事
冨田一茂

高齢福祉課

課長
向當一郎

課長補佐
鈴木恵美

課員
桝田明美・轟久美子・大矢康一
和田幸也・中西亜由美・青山晴彦
介護福祉士
古川加奈子
ホームヘルパー
桑原美津江・三上裕美子
千秋すみ子・網渕美春

事務補助員
川上清恵

保健衛生課
課長
小刀称治一

課長補佐
水嶋敬子

課員
青山秋彦・上坂佳一・宮永裕次
保健師
木下里美・南　七恵

農林水産課
課長
北野壽一

課長補佐(農政)
水谷英一
課長補佐(農林)
原　雅哉

課員
山口和美・松村徹治・森崎晃次
高原健二・阪下倫夫・藤田智広
畑　優器・藤澤亜紀子

健　康
増進室

室長
渡辺きみえ

室長補佐
出口博美

課員
山﨑美保子

栄養士
榎本博美

保健師
古川智己・谷﨑美香世・岡田明代
高島幸恵

朝日子育て
支援センター

所長（兼）
塩治鈴江

次長心得
田辺香織

地域包括
支援センター

所長（兼）
渡辺きみえ

次長
黒田とみ子

保健師
吉田直子

ホームヘルパー
土谷万里子

織田在宅介護
支援センター

所長（兼）
渡辺きみえ

介護福祉士
水島由紀

ホームヘルパー
掃部智子

朝　日
児童館

館長（兼）
塩治鈴江

次長心得(兼)
田辺香織

宮崎子育て
支援センター

所長（兼）
上野正枝

宮　崎
児童館

館長（兼）
上野正枝

次長
山内恭子

朝日保健
センター

保健師(兼)
木下里美

宮崎保健
センター

保健師(兼)
古川智己

越前保健
センター

保健師(兼)
岡田明代

織田保健
福祉センター

保健師(兼)
高島幸恵

男女共同
参 画 室

室長
滝本正美

室長補佐
木本加代子

課員
増田佑馬

民　
　

生　
　

部　
　

門

水産
振興室

室長
鈴間　亘

室長補佐心得
中村あい

課員
小河宗基

商工観光課
課長
進士壯一

課長補佐
菅原辰彦

課員
小西智弘・伊部茂幸・柴矢昌美
事務補助員
春木明美

国民宿舎
｢かれい崎荘｣

課員
毛利章憲

事務補助員
神﨑美幸

調理師
三田村保夫･神谷宗典

観光
振興室

室長
冨田得夫

室長補佐
佐々木大輔

課員
新谷　満・髙木浩輔

越前焼
振興室

室長
橋本直視

課員
石川智美・鷲田久憲

産　

業　

部　

門
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織田病院
院長
島田政則

宮崎総合事務所
所長
山田唯夫

建設理事
川上勝義

建設課
課長
上野三千男

課長補佐(宅地)
牧田芳広
課長補佐(道河)
氏家正則

課員
牧野正克・水島伸也・山田幸一
山本周二良・黒崎一哉・牧田茂晴
黒田麻里・佐々木良太

上下水道課
課長
青山右近

課長補佐
水島博之

課員
宮川泰昌・安井俊幸・上山和美
小道世知紀・谷口昌伸

住民生活課
課長
武藤盛之

課長補佐
近藤由美子

課員
佐々木幸恵・小山さとみ
川嶋孝史・高原利則

地域振興課
課長
佐々木明彦

課長補佐
山谷芳一

課員
上坂健一・木原尚裕・小山喜世美
大橋直人

工　事
検査室

室長
上坂光弘

室長補佐
山口隆司

課員
山﨑充晃

建
設
部
門

宮
崎
総
合
事
務
所

越前総合事務所
所長
仲間一石

織田総合事務所
所長
林　　泰

織田病院事務局
局長
吉田正夫

住民生活課
課長
川辺源基

課長補佐
山下和信

課員
菅原多恵・臥龍岡尊哉・福澤秀一
中倉京子

地域振興課
課長
三田村和久

課長補佐
佐々木靖郎

課員
尾澤正章・久保義治・荒井基志
三七広樹・森下亜希子・渡辺大作

越
前
総
合
事
務
所

住民生活課
課長
山塙利光

課長補佐心得
林　和美

課員
後藤邦枝・山内了輔・佐々木浩子
正木俊行

地域振興課
課長
古川吉彦

課長補佐
友広家延

課員
北野宗昭・清水英一・髙木裕見子
北島崇行

織田病院
事 務 局

事務局次長
上野笑子

局員
堀　真喜・森崎さゆり・水島美奈・小辻和正

会計課 課長
来田秋生

課員
佐々木由里・高松千鶴

織　
　
田　
　
病　
　
院

副院長
加藤　大

小児科医師
藤本正子

薬剤師
島野敦生

調理員
渡辺奈保美

放射線技師
佐々木喜代治
木下成路

作業療法士
渡辺理絵

副院長
津向伸哉

外科医師
大野徳之

薬局長
坊　正佳

管理栄養士
久守勘司

社会福祉士
高木祐子

看護師長代理
上坂由理子
長谷川純栄

看護師
小林美紀・林智寿子・林　勝世・増渕純子・左近景子
佐藤登己子・水島茂美・三田村広美・村瀬幸江・石川　恵
藤木千恵美・寳田里恵・大坂静香・富永直子・中井孝子
河上友美・松田　円・岩崎佳代・林　和美・田中さおり
酒井則子・野村和美・中西博美・杉本留美・勝見奈穂子
山本弥生・田中成美・織田邦恵・桑野祐里枝・田中麻耶

臨床検査技師
岡山正樹
渡辺嘉子

理学療法士
川端昭宏
山﨑義治
井上利益

言語聴覚士
直　砂織
近藤英子

織
田
総
合
事
務
所

会計管理者
手賀小代子
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教育委員会事務局
局長
佐々木義則

学校教育課
課長
渡辺照夫

課長補佐
佐々木直人

課員
川辺初美・武田喜之・文室小百合
内藤　論・牧田千佳

生涯学習課 課長
北嶋一男

課長補佐
渡辺三峰子

課員
山田宗治・岡田寿子・上野孝則

朝日生涯
学習センター

所長(兼)
北嶋一男

次長(兼)
渡辺三峰子

課員(兼)
山田宗治・岡田寿子・上野孝則

宮崎生涯
学習センター

所長(兼)
北嶋一男

次長
木村美枝子

課員
竹内敏雄

越前生涯
学習センター

所長(兼)
北嶋一男

次長
黒田三博

課員
道畑直和

織田生涯
学習センター

所長(兼)
北嶋一男

次長
左近昭博

課員
松島顕子

文　化
スポーツ室

室長
加藤昭宏

室長補佐(兼)
渡辺三峰子

学芸員
堀　大介

課員
安井正樹

文　化
歴史館

学芸員
小辻陽子

朝　日
小学校

用務員
堂下由起美

常　磐
小学校

用務員
牛若順子

糸　生
小学校

用務員
谷澤礼子

宮　崎
小学校

用務員
田中政江

四ヶ浦
小学校

用務員
荒井恵美子

城　崎
小学校

用務員
岩崎あい子

朝　日
中学校

用務員
馬谷まり子

越　前
中学校

用務員
木村美惠子

織　田
中学校

用務員
鈴木婦紀子

朝日
学校給食
センター

所長(兼)
渡辺照夫
次長(兼)
佐々木直人

調理員
前田彰治・宮川幸代・吉田くみえ・森川陽子
進士利栄・高橋浩子・橋本弘美・斎藤ひろみ
京藤直美

宮崎
学校給食
センター

所長(兼)
渡辺照夫
次長(兼)
木村美枝子

調理員
山岸歌子･山内つゆ子･木原ひとみ

越前
学校給食
センター

所長(兼)
渡辺照夫
次長(兼)
黒田三博

調理員
田中久美子･芳野美惠子・浜野恵子･大川好枝

織田
学校給食
センター

所長(兼)
渡辺照夫
次長(兼)
左近昭博

調理員
森崎とみ子・相馬はるみ・小倉美鶴・掃部満寿美
松村　修

町　立
図書館

司書
堤　和代・安井明希子

町立織田
図 書 館

司書
阿部祥子

教　
　
　

育　
　
　

委　
　
　

員　
　
　

会

教育長
三上悠紀夫

鯖江広域衛生施設組合
酒井英則事務局次長

後期高齢者医療広域連合
中村弘和

福井県
笠川晃央・清水拓郎

(財)越前町朝日公共施設管理公社
小川　茂技術補助員

丹南広域組合
中村英哲・坂下哲哉

派 遣 職 員



河  上　芳  恵北  島　  　翔 増  田　佑  馬 佐々木　岳  大三  上　順  子

田  中　麻  耶 桑  野　祐里枝 近  藤　英  子 井  上　利  益 木  下　成  路
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３
月
24
日
に
開
か
れ
た
議
会
定
例
会
で
、
教

育
委
員
に
次
の
人
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

青  

山　

修  

一
（
気
比
庄
）【
新　
任
】

　

ま
た
、
３
月
31
日
の
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、

教
育
委
員
長
と
同
職
務
代
理
者
が
そ
れ
ぞ
れ
決
ま

り
ま
し
た
。

　
委
員
長

　
　

堀　
　

治  

市
（
下
山
中
）

　
委
員
長
職
務
代
理
者

　
　

黒  

田　
　

守
（
上
野
）

新
任
校

職　
名

氏　
　
　
名

前
任
校

朝
日
小
教　

諭
加　

畑　

重　

樹
王
子
保
小
学
校

宮
崎
小
教　

諭
中　

村　

和
佳
子
新
採
用

養
護
教
諭

鳥　

居　

由
有
子
中
河
小
学
校

四
ヶ
浦
小
教　

諭
関　

　
　

孝　

雄
新
採
用

事
務
職
荒　

谷　

牧　

子
内
浦
中
学
校

城
崎
小
教　

諭
太　

田　

秀　

一
越
廼
中
学
校

織
田
小
教　

頭
久　

保　

理
恵
子
豊
小
学
校

萩
野
小
校　

長
中　

林　
　
　

均
鯖
江
東
小
学
校

教　

頭
山　

岸　

美　

鈴
社
西
小
学
校

朝
日
中
教　

諭
清　

水　

英　

彦
武
生
第
三
中
学
校

栄
養
教
諭

水　

嶋　

眞
由
美
麻
生
津
小
学
校

糸
生
中
校　

長
城　

戸　

廣　

之
県
教
育
庁

宮
崎
中
校　

長
屋　

木　

洋　

一
県
教
育
庁

越
前
中

教　

諭
濱　

野　

泰　

彦
美
浜
中
学
校

教　

諭
久
保
田　

涼　

子
新
採
用

教　

諭
内　

藤　

元　

彦
新
採
用

織
田
中
教　

頭
森　

﨑　

真　

一
立
待
小
学
校

教　

諭
松　

村　

昌　

倫
武
生
第
二
中
学
校

　

４
月
か
ら
新
た
に
18
人
の
先
生
が
町
外
か
ら
着
任
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

平
成
20
年
度
新
採
用
職
員

織田病院診療科目一覧表

月

火

水

木

金

土

織田病院から
診察医師変更のお知らせ

　４月１日から診察医師が下記のとおり
変更になりました。来院前に、かならず
ご確認ください。

広報えちぜん11



広報えちぜん 12

織 田 病 院 か ら の お 知 ら せ

～「院外処方せん」でお薬を受け取るまで～

「院外処方せん」についての注意事項

院外処方せんを受付している薬局は、
　「保険薬局」の看板のある薬局です。

外来診察室 会計・窓口 保険調剤薬局

６月２日から
「院外処方」に変わります！
織田病院では、平成20年6月2日から
「院外処方せん」を発行します。

➡ ➡

会計窓口で院外処方せん
をお渡しします。

院外処方せんを持って保険調
剤薬局でお薬をもらってくだ
さい。受け取る際に心配なこ
とがありましたら遠慮なく相
談ください。

院外処方せんの有効期間は４日間です。
（土曜、日曜、祝祭日も４日の中に含まれます。）
また、院外処方せんを紛失した場合、調剤薬局では
お薬を受け取ることができません。

　県内で運行している電車やバスについて、目的地の最寄駅やバス停の時刻表、運賃、乗り
継ぎ情報などがインターネット上で簡単に検索できるようになりました。
通勤、通学、休日のお出掛けの際にご活用ください！

　URL http://koutsu.pref.fukui. jp/
携帯電話からも経路検索できます！
　URL http://koutsu.pref.fukui. jp/k/　
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コミュニティバス
「フレンドリー号

」

からのお知らせ
コミュニティバス

「フレンドリー号
」

からのお知らせ

5月15日からコミュニティバス
回数乗車券を発売します！

　コミュニティバスをより便利に利用していただくために、回数乗車券
を発売します。
　回数乗車券は、１００円券が１１枚綴りで１,０００円（税込）です。
　購入希望の人は、コミュニティバス車内でお買い求めください。
　ますます利用しやすくなったコミュニティバス「フレンドリー号」で、
買い物や温泉施設などに出かけてみてはいかがでしょうか。

コミュニティバスの
車内広告を募集します！

　次のとおりコミュニティバスの車内広告を募集しています。ぜひご利
用ください。
●規　格：縦３６.４ｃｍ×横５１.５ｃｍ（Ｂ３判）以内
●料　金：１,０００円／枚　３０日・台
●手　続：所定の申請書に必要事項を記載のうえ、政策調整室までご

提出ください。
※申請書は町ホームページからダウンロードできます。

政策調整室　☎34－8714（直通）問合せ先

福井県総合交通課　☎0776－20－0291問合せ先

福井県公共交通総合情報提供システムがスタートしました！



男 女 共 同 参 画 室
こ ん に ち は ！

か ら

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

国際交流室から一言
A  word  from  the  international  arena...
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平成19年度「男女共同参画気づき事業報告集」完成
　平成19年度の気づき事業は、地域や学校の協力

を得て２小学校・５中学校・８区・６団体で実施し、

学校では370人、地域では約600人（含アンケート

回答者）の参加がありました。参加した皆さんは、

それぞれの気づきを今後の生活に活かしてくれる

ことと思います。

　また、事業内容や生徒の感想などをまとめた「平

成19年度男女共同参画気づき事業報告集」ができ

あがりました。Ａ５版の小さな冊子ですが写真や

グラフなどを多く取り入れています。楽しく手に

取って、ぜひご一読ください。ご希望の方は、男

女共同参画室へお申し出ください。

第 37 回

男女共同参画室　☎34－8715問合せ先

　町と町国際交流協会で予定している国内外の交流事業をご紹介します。
これを参考に、皆さんぜひご参加ください。

月 行　　事　　内　　容

４ 西尾 ･朝日友好の会創立10周年記念総会（27日）

５ 陶芸まつり（i）設置（24･25日）

６ 米国モンテバロ市長訪町

７

信長サミット友好市町スポーツ交流会
越前夏まつり（i）設置（20日）
米国青少年派遣（夏季休暇中　約10日間）
青少年国際キャンプ（30日～ 8月3日）

８ タイほほえみ交流派遣（中旬～約14日間）

９ タイほほえみ交流受入（下旬～約14日間）

月 行　　事　　内　　容

10
オーストラリア受入（上旬～約14日間）
福岡県みやま市児童派遣（2泊3日）

11
町国際交流フェスティバル
米国青少年受入（中旬～約12日間）

12

１

２ 福岡県みやま市児童受入（2泊3日）

３
オーストラリア派遣（中旬～約14日間）　
町国際交流協会総会

※ （i）設置とは、外国人向けのインフォメーション（案内所）を設置することです。

国際交流室　☎34－8713問合せ先

Vol. 37

　４月１５日、越前町交通安全町民指標表彰式を行
い、審査会を経て選ばれた最優秀賞１点、優秀賞２点、
丹生交通安全協会長賞１点の作品を表彰しました。
　越前町交通安全町民指標の募集には、交通安全
を願う１６３点の応募があり、最優秀賞には越前中
学校３年の宮本麗さんが選ばれました。
　受賞者の皆さんと作品を紹介します。
最優秀賞作品
　宮 本  　　麗（越前中学校３年）　
「私たち越前町民は、海土里（みどり）を大切にし
事故一つない町を目指します！」

優秀賞作品
　朝 日　美都希（朝日中学校３年）
「私たち越前町民は、思いやり　譲り合いの心で
　お年寄り子供達に　優しい運転を心がけます。」

　堀 川　詩 峰（糸生中学校３年）
「私達越前町民は、交通ルールを守り　この美しい
綺麗な自然や　ふるさとを大切にし　皆が安心の
できる安全な運転をします。」

丹生交通安全協会長賞作品
　吉 田　昌 史（越前中学校３年）
「私たち越前町民は、交通ルールを守る運転をしま
す。自然を守る運転をします。ゆずりあう気持ちを
大切にする運転をします。」

無事故を願うメッセージ
～越前町交通安全町民指標表彰式～

消防団等地域活動表彰と
優良婦人消防隊表彰を受賞

越前町の自慢をＰＲ
　町の新しい魅力を発見し、発信・ＰＲするため、
「越前大自慢写真コンテスト」を開催し、越前町の
魅力を切り取った写真の募集をしました。
　写真の専門家による一次審査を通過した作品の
中から、審査委員全員による投票で各賞が決定し、
３月２２日に朝日生涯学習センターで表彰式を行い
ました。式では表彰に加え、優秀作品を大型スク
リーンで映して受賞者に作品の説明をしてもらいま
した。これらの作品は、観光ＰＲに活用するため、
越前陶芸まつり会場での展示や観光パンフレット・
ポスターなどに使用する予定です。

　小曽原にある新谷窯業㈱
(代表取締役　新谷孝雄氏)が
消防庁長官から平成１９年度
消防団等地域活動表彰を受
賞しました。
　当事業所は元消防団長を
はじめ幹部経験者が多く、現
在９人の消防団員を雇用し、消防団活動や災害救
助に積極的に取り組み、平成２０年４月には消防団
協力事業所の認定を受けました。
　また、上川去の婦人消防隊（隊長　高山昭子氏）
が優良婦人消防隊として日本消防協会会長表彰を
受賞されました。
　上川去婦人消防隊は昭和５８年に発足し、以来２
４年にわたり地域の夜回りや火災予防など、地域に
貢献しています。

広報えちぜん15
春先を浴

あ

びて広がる峡の里　　　　　土田ヤエ子
満開の桜に埋まる原爆碑　　　　　　木村　松子



町の発展を祈って…
～絵画の寄贈～

　３月26日、県美展や数々のコンクールに入選し
ている山田孝治さん（福井市）から、町の発展を
願って絵画が寄贈されました。山田さんは、幼少時
から体が不自由でしたが、脳梗塞を患った１７年前
から左足で絵を描き続け、様々なコンクールで入
賞するなど、素晴らしい作品を創作しています。
　今回は、山田さんの奥さんが旧朝日町出身とい
うご縁で、第58
回県美展に見事
入選した「陽子
像」を町に寄贈
することを決心
したそうです。

朝日女子が２部で見事優勝！
～第42回西日本６人制ホッケー大会～

随所に光るチームプレー
　４月６日、町営総合運動場ゲートボールコートで第４
回町ゲートボール協会長杯争奪ゲートボール大会が開
かれました。大会には町内２３チーム、約１４０人
もの愛好者が参加し、熱戦を繰り広げました。
　結果は次のとおりです。
優　勝　タッチ　　準優勝　蝉　丸
第３位　織田北星・越前宮崎

満開の桜のもと、楽しく
ウォーキング
　４月１３日、宮崎地区で同体育協会主催（みやざ
きウォーキングクラブ共催）のウォークラリー２００
８が行われました。宮崎生涯学習センターから「開
谷ダム」「蝉丸の墓」「おもいでな」の各チェックポイ
ントをまわり、満開の桜の下、約３時間ウォーキン
グを楽しみました。

　３月２２日・２３日、大阪市長居球技場で第４２回
西日本６人制ホッケー選手権大会中学生の部が行わ
れ、町内中学校から男女７チームが出場しました。
　中学女子２部では、２５チームが参加した中、朝
日中学校女子チームは決勝でのＰＳ戦を制し、見事
優勝を果たしました。男子の部でも朝日中学校が２
部で準優勝、１部で３位、糸生中学校が２部で３位
となるなど、本格的なホッケーシーズンに向け好ス
タートを切りました。
【試合結果（入賞のみ）】
中学男子１部
　３ 位：朝日中学校
中学男子２部
準優勝：朝日中学校
　３ 位 ：糸生中学校

中学女子２部
　優勝：朝日中学校

教育振興のために！
　４月15日、町内の篤志の人より「朝日小学校と
糸生小学校の教育の振興のために」と多額の寄付
をいただきました。ご厚意に対し、三上教育長から
感謝状が贈呈されました。今後いただいた寄付金
をご意志にそい有効に活用します。ありがとうござ
いました。

広報えちぜん 16

満面の笑みを見せる
２部優勝の

朝日中女子チームの皆さん

畑仕事友と分け合ふ桜餅　　　　　　木村すぎ乃
京で見る枝

し

垂
だれ

桜
ざくら

の花明り　　　　　　山内　節子

　４月７日、新入生たちに交通安全を心がけてもらおう
と、丹生郡交通安全協会から新一年生に交通安全ワッ
ペンと腕章が贈られました。
　また、福井エフエム放送㈱から、登下校中の子ども
の安全を守るための防犯ブザーが贈られました。
　新一年生たちはさっそく腕には腕章を、かばんには
ワッペンと防犯ブザーを着けていました。

登下校中の児童を守ろう！『旬の地場産物』を学校給食に！
　小中学校の給食の統一メニューには、町内でと
れた旬の食材が使用されています。
　小中学校では、その食材の説明や生産者をポス
ターにして掲示し、児童に紹介しています。
　皆さんは、町で生産されている旬の食材をどの
くらい知っていますか？

消防団協力事業所表示制度
認定証が交付されました。
　４月１５日、消防団協力事業所表示制度認定証交
付式が開かれ、関町長から１５事業所の方に認定証
が交付されました。
　この制度は、近年、消防団員数の減少やサラリー
マン化など、消防団活動に対して支障がきたしてい
る中で、事業所が勤務時間内における災害出動へ
の対応や、夜間出動における有給休暇への配慮な
ど、活動しやすい環境づくりに積極的に取り組み、
地域を守るためご協力頂いている事業所に対して交
付されるものです。
　今回、認定証が交付
された事業所は次のと
おりです。

1 111 15 2 9

2 10 8 1 3

3 81 1 7 2

4 16 12 1 2

5 32 4 6 2

6 17 18 3

7 161 22 2

8 1 127 11

9 65-4 3

10 85-39-2 5

11 108-100 5

12 13 1 11

13 14 3 1 2

14 89-1-3 2

15 66 18 7 2
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月 地場産物 献　　　　　立
たけのこと鶏肉の煮物

たこの唐
揚げ　小松菜のフレッシュ和え

ひじき入りチャーハン　中華コーンスープ
わかめとキャ

ベツのサラダ

飛び魚
のフライ　海そうサラダ

かぼちゃコロッケ チンジャオロースー

古代米ご飯
スイートポテト

白菜の味噌汁
秋野菜の煮物

みそおでん

赤がれいの
塩焼き

牛肉と
ひじきの炒め物

はたはたの唐揚げ

本廟の枝垂桜や裾模様　　　　　　　山内　照子
春の田に純白な鷺

さぎ

姿見せ　　　　　　山内　昭子
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町県民税の前納報奨金制度
廃止のお知らせ

廃止の理由は…

全期前納による口座振替をご利用の人へ

問合せ先

軽自動車税の減免制度について

問合せ先

海での事件事故、不審な船舶などを見かけたら
緊急電話１１８番へ

海のもしもは緊急電話118番へ

畑仕事今日も鶯
うぐいす

友として　　　　　嵐　喜美枝
満開の桜雪

ぼんぼり

洞調和して　　　　　　 酒井スマ子
広報えちぜん19

越前町教育支援センターを開設しています！

　◎対　象 ◎相談日

相　談　場　所 教育相談員 電話番号

問合せ先

町の未来へ、ご協力ありがとうございます。

平成19年度　プラスチック製容器包装収集実績　　　　　　　　　　　　  
10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

朝日地区 1,640 3,730 3,250 2,610 3,920 3,040 18,190 

宮崎地区 1,010 1,590 1,460 1,300 1,400 1,320 8,080 

越前地区 920 1,320 940 780 1,220 970 6,150 

織田地区 930 1,190 970 950 1,090 970 6,100 

計 4,500 7,830 6,620 5,640 7,630 6,300 38,520 

春の香や加賀友禅に故里を　　　　　西元　青石
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労働保険の年度更新はお早めに！

○年度更新の手続きについて

申告・納付期間は、4月1日から5月20日です。

問合せ先

月　日 会　　　　　場
鯖江市嚮陽会館（2F中会議室）

越前市文化センター（301号室）

戸籍・住基などの窓口では本人確認が必要になります

本人確認の書類
1. 顔写真付きの身分証明書

2. 顔写真付きの身分証明書をお持ちでない場合

問合せ先

爛漫の桜くぐってランドセル　　　　　　河合　敏子
濾過されず真の心にまだ遭えぬ　　　　　武田テルヱ

広報えちぜん21

平成20年度 狩猟免許の更新に伴う適性検査および
講習の受講について (福井県 )

狩猟免許更新検査及び講習について

試験日 試験時間 試　験　会　場 申　請　期　間

平成20年度 狩猟免許試験の実施について (福井県 )

狩猟免許試験について

実施回 試験日 試験時間 試　験　会　場 申　請　期　間

○実施要領・申請書の配布先および申請書類の提出先

名　　　　　称 所　　在　　地 郵便番号 電話番号

問合せ先

　

胸底に居座る鬼を濾過したい　　　　　　　山田志づ子
模索してこの手で明かりつけるまで　　　　山田千栄子



広報えちぜん 22

“ こころのケア ”相談会

演題　
講師　
日時　
場所　
問合せ先

平成20年度
越前消防団春季消防訓練

☆平成20年度　全国統一防火標語
「火のしまつ　君がしなくて　誰がする」
問合せ先

第17回タイ・ほほえみ交流派遣事業
訪問団員の募集

応募資格　

訪問期間　

参 加 料　
応募方法　

問合せ先

越前水仙花咲かそう大作戦
ボランティア募集

日　　時　
集合場所　

申込・問合せ先

嫁ぐ娘の春爛漫へありがとう　　　　　　山田　幸枝
健康に導く食を模索する　　　　　　　　岡田　智子　

広報えちぜん23

第20回越知山泰澄ウォーク・
第１回泰澄祭のお知らせ

開催日時

集合場所
内　　容

問合せ先

自衛隊幹部候補生募集 !!

◎募集種目
◎受付期間
◎応募資格

◎試験期間

問合せ先

もんじゅの現状について（報告）

皆さんのご来場をお待ちしています。
【原子力機構報告】
第1回　日時：

 場所：
第2回　日時：

 場所：
問合せ先

「えちぜん男女共同参画のつどい」実行委員募集！

活動期間　 募集締切　 募集人員　
対　　象　

問合せ先

爛漫の春を戦地に捨てて老い　　　　　　　関谷一之助
無い智恵を絞って模索の種を蒔く　　　　　竹内　涼子
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成 人 の 健 康 診 査

8:30 10:00

8:30 10:00

8:30 10:00 13:15 14:15 13:15 14:15

8:30 10:00 13:15 14:15 13:15 14:15

8:30 10:00

8:30 10:00 13:15 14:15 13:15 14:15

9:00 10:30

9:00 10:30

9:00 10:30

13:30 14:30

9:00 10:30

8:30 10:00 13:15 14:15 13:15 14:15

～乳幼児健診を受ける意味って、何だろう？～

①健診の回数

②健診の内容

問合せ先

健康一口メモ

　上記以外の人は加入している医療保険によって異なりますので、各保険者へお問い合わせください。

模索した跡です胸の深い傷　　　　　　　松村　典子
汚水でも濾過して飲める旨い水　　　　　山内　千代

広報えちぜん25

好評です「はつらつシニア講座」

【参加者の感想】
●毎日家にいて、人との出会いがなかった。今からでもよいから人とのかかわりを努力したい。

●元気で寝たきりにならないように、まずは体に気をつけて、ピンピンコロリを目指したいです。

●ボランティア活動をしているグループに参加して人との交流を進めようと思う。

●我々シルバーともなればどうしても運動不足になります。第2回講座でやっていただいた筋力
アップ体操がよいと思いました。皆で一緒にするとよりよいと思います。

●新しい仲間作りができたことが良かった。

●私も人前で思ったことを話すことができ、自分もで
きるんだなあと勇気が出ました。

●家計簿のお話を聞き、すぐその日から実行しました。

●身近なところから気取らない気持ちで役に立ちたい
と思いました。

問合せ先

60代、70代の皆さん！これからの人生、生き生きと過ごしましょう。

ある時は模索ばかりの日を過ごす　　　　山谷　ゆり
忘れぐせ右脳左脳が模索する　　　　　　司辻　文子
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今話題の特定健診を受けてみませんか！？

特定健診では何を調べるの？

何をみているの？ 検　　査　　項　　目

基
本
的
な
健
診
項
目

特定健診を受けるには ?
１．40歳から74歳の人…

２．75歳以上の長寿（後期高齢者）医療保険加入
されている人…

３．20歳から39歳の人…

越前町の特定健診を受診される人へ

お申込み・問合せ先

人間ドック受診費用の助成のお知らせ

対 象 者／

実施期間／

申込期限／

申込方法／

検査機関／

個人負担金／

春爛漫野山が笑う花笑う　　　　　　　　　向当みつ子
濾過されて弾き出されたその後は　　　　　西元　青石
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◎アーカイブスボックス

 9 00 9 15 5/14,15,16,17,18,19,20

 14 00 14 15 5/14,15,16,17,18,19,20

 20 00 20 15 5/13,14,15,16,17,18,19

◎Ｊｒ［ジュニア］

 9 30 9 45 5/14,15,16,17,18,19,20

 14 30 14 45 5/14,15,16,17,18,19,20

 20 30 20 45 5/13,14,15,16,17,18,19

◎ひと、くらし　輝いて

 9 15 9 30 5/17,18,19,20,21,22,23

 14 15 14 30 5/17,18,19,20,21,22,23

 20 15 20 30 5/16,17,18,19,20,21,22

 9 15 9 30 5/31,6/1,2,3,4,5,6

 14 15 14 30 5/31,6/1,2,3,4,5,6

 20 15 20 30 5/30,31,6/1,2,3,4,5

◎辻・裏々　
10 15 10 30 5/17,18,19,20,21,22,23

 15 15 15 30 5/17,18,19,20,21,22,23

 21 15 21 30 5/16,17,18,19,20,21,22

地域ふれあいチャンネル（2CH） 新番組!
◎越前町いきいき情報局

5 12 19 52

1 3 1 30

7 52 12 52 19 52

◎丹南の先達が語る　チョットいいかなぁ！

 8 30 8 40 5/6,7,8,9,12  

 9 30 9 40 5/10,11

 13 30 13 40 5/6,7,8,9,12

 14 30 14 40 5/10,11

 20 30 20 40 5/5,6,7,8,9

 21 30 21 40 5/10,11

 8 30 8 40 5/27,28,29,30,6/2

 9 30 9 40 5/31,6/1

 13 30 13 40 5/27,28,29,30,6/2

 14 30 14 40 5/31,6/1

 20 30 20 40 5/26,27,28,29,30

 21 30 21 40 5/31,6/1

問合わせ先
　

丹南HOT情報チャンネル（5ＣＨ）

5月の越前町関連の番組放送時間表

40
50

40 49

10,000 10,000 12,000 12,000 

13,000 14,000 

13,000 13,000 13,500 15,000 16,000 

（単位：円）【検査機関・個人負担金】

模索から早く抜け出せ日本丸　　　　　上坂　末男
闇中模索やっと答に辿りつく　　　　　木下百合子
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第28回越前陶芸まつり開催

  9：00～ 開催式
12：30～13：30 越前ブランドスペシャルオークション
13：00～16：00 FBCラジオ公開生放送
 「北山たけし」歌謡ショー
  
9：30～ 越前町郷土芸能発表
 越前ブランドスペシャルオークション

10：00～16：00
　　さつきあげ茶会

13：00～15：00
　　親子DE越前焼体験　※陶芸館内

●越前焼鑑定します。
　（10：00～16：00）　  ※陶芸館内

公園内催事内容特設ステージ催事内容

越前陶芸村文化交流会館展示内容

25日（日）24日（土）

9：00～18：00 ユニークな器展２００８、越前焼生活空間展期間中

25日（日）

軽自動車税について
Q1：3月に軽自動車を買い換えましたが、下取
りに出した軽自動車の分の税金も一緒にきまし
た。どうしてですか ?

Q2：廃品回収業者にナンバープレートを付けた
まま渡してしまった原付自転車の税金が毎年き
て困っていますがどうすればいいですか ?

Q3：軽自動車税を口座振替にしてありますが、
車検のときの納税証明書はどうすればよいです
か ?

振替日からハガキが送られるまでの間
に車検を受けられる方

問合せ先

濾過をした後に浮いてた嘘ひとつ　　　　原　　榮子
人生に何度出口を模索する　　　　　　　関谷美和子

え
ち
ぜ
ん
年
代
記　

第
三
十
七
回

「ハープとおはなし」―おはなしひろばスペシャル―
　3月30日、織田図書館で、広部正雄氏によるハープの演奏と「ど
ようおはなしひろば“虹”」によるハープをＢＧＭにしたおはな
し会が開かれました。
　ハープの演奏は、子どもたちがよく知っている「トトロ」や「千
と千尋の神隠し」のテーマ曲などが演奏されました。子どもたち
は楽しそうに演奏に併せて歌いました。
　また、おはなし会は、ハープをBGMに「ドライブにいこう」
や「999ひきのきょうだい」、織田のむかし話を読み聞かせてくれました。
　最後には、ハープ奏者の広部氏が来場した皆さんにハープを触れさせてくださいました。子ども
もおとなも、はじめて触れるハープに興味津々でした。

織田中央テレビから記録ＤＶＤが寄贈されました！
　３月末に解散した織田中央テレビから、長年、地域の行事を記録し
たものをDVDに記録しなおしたものが織田図書館へ寄贈されました。
　普段、図書館で利用されている視聴覚資料と同様に（館内のみの視
聴となりますが）、地区の皆さんに見ていただけるようにといただき
ました。皆さんもぜひ一度ごらんください！

大た
い
化か

元
（
六
九
五
）
年

　
泰た

い
澄ち

ょ
うの

夢
の
中
に
、
西
方
に
住
む
高
僧
が
現
れ
る

泰
澄
の
本
師

　
『
泰た
い

澄ち
ょ
う

和か

尚し
ょ
う

伝で
ん

記き

』
に
よ
る
と
、
泰
澄
に
は
、
越
知
峰

（
越
知
山
の
こ
と
）
の
方
面
に
「
本ほ

ん

師し

」（
師
と
な
る
方
）

が
い
た
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
持
統
天
皇
の
大
化

元
（
六
九
五
）
年
、泰
澄
は
十
四
歳
（
十
一
歳
説
も
あ
り
）

の
と
き
、
八
弁
の
蓮
華
の
上
に
座
る
夢
を
見
ま
し
た
。

横
に
高
僧
が
い
て
、「
私
は
あ
な
た
の
本
師
で
す
。
西
の

方
に
住
ん
で
い
ま
す
。
…
」と
語
り
か
け
ま
す
。
泰
澄
は
、

こ
の
夢
が
も
と
で
越
知
山
に
興
味
を
い
だ
き
ま
す
。

泰
澄
の
修
行
の
地
、
丹
生

　

そ
の
年
の
冬
か
ら
、
泰
澄
は
、
毎
日
の
よ
う
に
越
知

山
に
通
い
、
修
行
に
あ
け
く
れ
ま
す
。『
伝
記
』
で
は
、

そ
れ
以
降
、「
本
師
」
は
登
場
し
ま
せ
ん
。
夢
の
中
の
存
在

と
は
い
え
、「
本
師
」
が
い
た
お
寺
が
、
丹
生
の
ど
こ
か
に

あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
泰
澄
が
一
人
で

修
行
し
、
仏
教
を
学
ん
だ
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
で
す
。

残
念
な
が
ら
、
丹
生
の
地
に
は
、
七
世
紀
末
の
宗
教
施
設

の
考
古
学
的
な
痕
跡
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

劔つ
る
ぎ

御み

子こ

寺
と
泰
澄

　

た
だ
、
劔
神
社
の
境
内
に
は
、
今
で
も
古
い
時
代
（
七

世
紀
末
頃
か
）
の
礎そ

石せ
き

や
塔
の
心し
ん

礎そ

（
柱
の
石
）
が
残
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
梵ぼ

ん

鐘し
ょ
う﹇

国
宝
﹈
の
銘
文
に

残
る
劔
御
子
寺
が
、
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
に
、
現
在

の
場
所
に
確
定
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
も
、
劔

神
社
は
座く

ら

ヶ
岳
の
山
頂
に
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る

た
め
、
山
岳
信
仰
と
の
関
わ
り

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
泰
澄
が
修

行
し
た
時
期
に
近
い
こ
と
か

ら
、「
本
師
」
は
、
現
在
の
劔
神

社
周
辺
に
い
た
と
は
考
え
ら
れ

な
い
で
し
ょ
う
か
。
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5月16日

6月15日

〜
5月 18日（日） 両林医院 ☎37-0055

5月 25日（日） 伊部病院 ☎34-0220

6月 1日（日） 整形外科大城医院 ☎32-3500

6月 8日（日） 藤田医院 ☎34-0044

6月 15日（日） 織田病院 ☎36-1000

注）診察時間は、9：00～17：00です。
注）都合により医療機関が変更になる場合がありますので、
　　受診前に電話や新聞などで確認してください。

生後３ヶ月以上６ヶ月未満 町内の指定医療機関
対象者 場所

ＢＣＧ予防接種

生後３ヶ月以上７歳６ヶ月未満 町内の指定医療機関
対象者 場所

三種混合予防接種

織田保健福祉センター
場所

２歳６ヶ月児歯科健診

（第１期）生後12ヶ月以上24ヶ月未満
（第２期）H14.4.2～H15.4.1

町内の指定医療機関

対象者 場所

麻しん・風しん混合予防接種（MRワクチン）

５月２３日（金）
実施日

13：30～14：30
受付時間

織田図書館児童コーナー（織田）
場所

おはなし広場

毎月第３土曜日
実施日

14：00～15：00
時間

越前町社会福祉センター
（西田中）

場所

子育てサロン

毎週水・金曜日

実施日

９：30～11：00

時間

老人いこいの家「つるぎ荘」
（織田）

場所

無料法律相談

６月　３日（火）

実施日

13：00～16：00

時間

老人いこいの家「つるぎ荘」
（織田）

場所

心配ごと相談（※行政相談）

５月２３日（金）※
実施日

13：00～16：00
６月１３日（金）

時間

越前町社会福祉センター
（西田中）

場所

結婚相談

５月１９日（月）
５月２６日（月）
６月　２日（月）
６月　９日（月）

実施日

13：00～16：00

時間

朝日保健センター
場所

離乳食教室

６月　５日（木）
実施日

9：30～10：00
受付時間

休日当番医

広報えちぜん 30

（敬称略、4月20日現在）

丹南健康福祉センター
（鯖江郵便局隣）

場所

精神科医師によるこころの健康相談

６月５日（木） 

＊予約制：丹南健康福祉センター　健康増進課　☎ ５１－００３４

実施日

13：30～16：00

時間

宮崎保健センター
場所

精神相談員によるこころの健康相談

５月２１日（水） 
＊予約制：保健衛生課　　☎ ３４－８７１０　

実施日
13：30～15：00

時間
越前総合事務所

織田ショッピングセンター メルシ

場所

献血（全血）

５月２２日（木） 

実施日
  9：00～11：00
12：30～16：00

時間

納税のお知らせ

軽自動車税
納期限　６月２日（月）

（4月1日現在）
人口と世帯

人　口
男
女
世帯数

2 4 , 4 2 8 人
1 1 , 7 7 4 人
1 2 , 6 5 4 人
7 , 2 6 0 戸

（前月より27人減）

（敬称略、4月20日現在）

西田中　林　　亮太（寛久、男）

西田中　三田村奏和（英昭、男）

朝　日　山下　　蓮（賢悟、男）

朝　日　若林　春瑛（大輔、男）

朝　日　永田琉依斗（泰一、男）

岩　開　平井　美羽（孝政、女）

気比庄　月田　智之（宏和、男）

田　中　清水　咲愛（勝正、女）

天　宝　八本木珠里（正哲、女）

小　倉　野嶋　隼成（浩次、男）

小　倉　安井　祐皓（祐一、男）

小曽原　山内　力輝（茂嗣、男）

新　保　牧田　湊真（茂晴、男）

新　保　森川　翔梧（貴文、男）

四ツ杉　関　　大倭（史朋、男）

気比庄　齊藤　順治（７６歳）
田　中　竹内　仙吉（８１歳）
宝泉寺　三上コギク（７９歳）
江　波　上野とし子（９１歳）
江　波　武藤　一雄（８０歳）
樫　津　渡辺マツイ（９６歳）
梅　浦　新井　げの（８４歳）
梅　浦　加茂　孝三（７８歳）
　宿　　梶谷　敏枝（５４歳）
　宿　　冨久尾まさ子（８２歳）
新　保　藤野惠美子（79歳）
小　樟　川上はな子（８６歳）

小　樟　濵野　真人（３０歳）
小　樟　中橋　　治（６０歳）
米　ノ　廣部　秋乃（８４歳）
米　ノ　増谷　輝夫（８４歳）
高　橋　増田　　く（９７歳）
馬　場　相馬　　勇（６５歳）
寺　家　水嶋　春喜（８０歳）
杉の花　嶋野ヤヨヱ（８３歳）
市　場　佐々木　治（５０歳）
　中　　相馬シゲヲ（８６歳）
四ツ杉　奥田キクイ（９７歳）

りょうた

かなと

　  れん

しゅんえい

るいと

  み う

ともゆき

 さくら

しゅり

しゅんせい

ひろあき

  り き

そうま

しょうご

やまと

赤ちゃん

朝日農村環境改善センター
和室（役場隣）

場所

消費者生活相談

５月２２日（木）

実施日

9：00～17：30
６月１２日（木）

時間
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３
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２
３
６

越
前
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

  http://w
w
w
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n.echizen.fukui.jp/

　

今
月
は
、「
越
前
町
交
通
安
全
町
民
指
標
」
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
た
、
宮
本
麗
さ
ん
の
作
品
を
タ
イ

ト
ル
に
、
４
月
６
日
か
ら
15
日
の
春
の
交
通
安
全

県
民
運
動
期
間
中
に
行
わ
れ
た
啓
発
活
動
か
ら
で

す
。
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
る
子
ど
も
た
ち
と
、

子
ど
も
た
ち
を
危
険
か
ら
守
ろ
う
と「
足
形
」や「
と

ま
れ
」
の
表
示
を
塗
り
な
お
す
保
護
者
た
ち
。

　

交
通
マ
ナ
ー
向
上
を
強
く
願
う
町
民
の
皆
さ
ん

の
熱
意
に
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

　

人
事
異
動
で
広
報
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
い
ま
ま
で
に
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
仕

事
で
す
が
、
と
り
あ
え
ず
広
報
用
の
写
真
だ
な
と

カ
メ
ラ
片
手
に
町
内
散
策
。
時
期
も
時
期
だ
け
に
、

青
空
を
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り
を

発
見
、「
こ
れ
だ
」
と
思
い
カ
メ
ラ
を
構
え
シ
ャ
ッ

タ
ー
を゙
カ
シ
ャ
ッ
…゙
っ
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
お
り

な
い
。
な
ぜ
？
と
カ
メ
ラ
を
見
る
と
電
源
の
ス
イ
ッ

チ
は
Ｏ
Ｆ
Ｆ
を
指
し
示
し
、
レ
ン
ズ
カ
バ
ー
は
閉

ま
っ
た
ま
ま
…
。
急
い
で
、
カ
バ
ー
を
は
ず
し
て

電
源
Ｏ
Ｎ
。

　

再
度
こ
い
の
ぼ
り
に
向
け
て
カ
メ
ラ
を
向
け
た

時
に
は
、
親
子
そ
ろ
っ
て
ひ
と
休
み
の
模
様
。
そ

の
後
、
風
も
吹
か
ず
写
真
を
あ
き
ら
め
、
次
は
原

稿
チ
ェ
ッ
ク
だ
と
原
稿
を
眺
め
て
み
れ
ば
ど
こ
を

校
正
す
れ
ば
い
い
の
か
解
ら
ず
、
赤
ペ
ン
持
っ
て

固
ま
る
状
態
。
そ
ん
な
、
広
報
担
当
と
し
て
の
出

発
に
あ
せ
り
も
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

よ
り
良
い
情
報
発
信
の
た
め
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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